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近年消費者被害が全国的に増加しており、高齢者が被害に遭うケースも増えています。これは重大な権
利侵害です。注意喚起が行われていても、多様で巧妙な手口により特に高齢者を狙った被害は多く、大き
な社会問題となっています。

被害に遭わないために正しい知識・対応方法を知ることや、「何かおかしい」と感じたらすぐに相談する
ことが大切です。自分で相談することや地域などで相談支援することは「権利擁護」の取り組みの１つです。

日中に自宅に居ることが多く、来客や電話などに対応する機会が多い高齢者や
女性が被害に遭いやすい傾向があります。日ごろから注意する習慣や心がけが大
切です。

高齢者は、だまされたことに気が付かなかったり、家族に迷惑をかけたくないという思いから、家
族や周囲に相談しないことが多くあります。高齢者を消費者トラブルから守るためには、家族や友人、
地域、民生委員など周囲の人による「気づき」が大切です。

消費者被害の疑いがある、自分が被害に遭った、被害に遭っている人を把握した場合は、南魚沼市
消費生活センター（☎772・2541）か各地域包括支援センターにご相談ください。

【問合せ】南魚沼市地域包括支援センター　☎773・6675
　　　　　　大和地域包括支援センター　　　☎788・0106
　　　　　　塩沢地域包括支援センター　　　☎782・0252

できる限り 住み慣れた地域で自分らしい 暮らしを続けるために
〜高齢者の権利擁護シリーズ②〜

なぜ高齢者の被害が多いの？

南魚沼市消費生活センターには毎年300件近くの相談が寄せられ、特に60代以上の人からの相談が多く
なっています。相談内容は、テレビショッピングなどの通信販売トラブル、電話での勧誘販売などがあり、特殊
詐欺についての相談も寄せられています。特に市内では次のようなトラブルの相談が多くなっています。

消費者トラブルは身近で巧妙な手口により起きています

対応策
通販商品の購入は、注文前に購入条件・返品

条件をよく確認し、ＳＮＳやネット上の「今だ
け」「お得」などの広告は安易に信用しないよ
うにしましょう。

「初回無料」「お試し価格」などの広告を
見て、お試しのつもりで購入したら定期購
入の契約だった など

通信販売によるトラブル

対応策
身に覚えがない場合は連絡をしない、連絡

をしても金銭の要求には応じないようにしま
しょう。案内されている電話番号には連絡しな
いようにしましょう。

はがきや封書、ＳMＳ（ショートメッセー
ジサービス）などで「○○代が未納です」
などと身に覚えのない請求を受ける など

架空請求によるトラブル

対応策
一方的に商品が届いても受け取らず、少しで

もおかしいと感じたらきっぱりと断りましょう。
電話勧誘で商品を購入したときは、クーリン

グ・オフができます。

「買ってもらわないと困る」「コロナの影
響で収入が減って困っている」など親切心
や同情心につけ込んで商品を送り付ける、
または代金に見合わない商品が届く など

海産物の電話販売勧誘によるトラブル



催
し
・
講
座
・
募
集

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
拡
大
防
止
の
た
め
、
本
誌
に

掲
載
し
て
い
る
各
種
イ
ベ
ン
ト

な
ど
は
中
止
や
延
期
・
内
容
が

変
更
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
最
新
情
報
は
、
各
問
合
せ

先
へ
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
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講講師　　相相談員　持持ち物　他その他
Ｆファックス　 メール

催
し・講
座・募
集

く
ら
し・相
談

健
康・福
祉

子
育
て・教
育

ス
ポ
ー
ツ

図
書
館

文
化
施
設

掲
示
板

問
・
申
塩
沢
公
民
館

☎
７
８
２・０
１
０
０

第
65
回
雪
譜
ま
つ
り
俳
句

大
会
作
品
募
集

問
・
申
魚
沼
サ
ン
テ
ィ
ッ
ク

ス
ク
ー
ル

☎
７
７
２・４
５
５
４

Ｆ
７
７
８・１
１
５
８

魚
沼
サ
ン
テ
ィ
ッ
ク
ス
ク
ー
ル

受
講
生
募
集

問
・
申
塩
沢
公
民
館

☎
７
８
２・０
１
０
０

市
民
セ
ミ
ナ
ー
料
理
教
室

問
ナ
ナ
シ
の
マ
ル
シ
ェ
事
務

局（
田
村
）

☎
０
９
０・４
９
４
３・６
１
２
８

ナ
ナ
シ
の
冬
マ
ル
シ
ェ

問
議
会
事
務
局

☎
７
７
３・６
６
５
０

市
議
会
12
月
定
例
会

問
・
申
子
ど
も
・
若
者
相
談

支
援
セ
ン
タ
ー

☎
７
８
８・１
９
５
１

若
者
支
援
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
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12
月
５
日
㈪
か
ら
南
魚
沼
市
議

会
の
定
例
会
を
開
催
し
ま
す
。

会
本
庁
舎
３
階 

議
場

「
今
よ
り
も
う
少
し
楽
な
気
持

鈴
木
牧
之
の
功
績
に
ち
な
ん
だ

雪
譜
ま
つ
り
俳
句
大
会
に
参
加
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

小
学
生
以
上
は
だ
れ
で
も
参
加

で
き
ま
す
。

募
集
作
品　
「
冬
季
雑ざ

つ
え
い詠
」
２
句

　

１
組
（
複
数
の
応
募
も
可
）

応
募
方
法　
大
会
要
項
に
よ
る

※
要
項
は
塩
沢
公
民
館
ま
で

費
１
組
１
，０
０
０
円

〆
12
月
23
日
㈮
必
着

入
選
発
表

　

令
和
５
年
２
月
19
日
㈰

①
ス
ト
レ
ス
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト

　
研
修

内
ス
ト
レ
ス
に
応
じ
た
対
処
法
を

学
び
ま
す
。
だ
れ
で
も
参
加
で

き
ま
す
。

日
12
月
17
日
㈯

②
講
座 

折
れ
な
い
心
を
育
て
る

内
自
分
の
感
情
を
コ
ン
ト
ー
ル
し

て
、
逆
境
に
対
処
す
る
方
法
を

学
び
ま
す
。

日
令
和
５
年
１
月
21
日
㈯

①
②
共
通
事
項

時
午
前
９
時
〜
午
後
３
時

会
魚
沼
サ
ン
テ
ィ
ッ
ク
ス
ク
ー
ル

メ
ニ
ュ
ー

・
ハ
ー
ブ
チ
キ
ン

・
簡
単
ひ
と
く
ち
キ
ッ
シ
ュ

・
キ
ャ
ン
ド
ル
ケ
ー
キ

日
12
月
23
日
㈮

・
午
前
の
部
：
午
前
10
時
〜
正
午

ハ
ン
ド
メ
イ
ド
の
布
小
物
や
ア

ク
セ
サ
リ
ー
、パ
ン
、リ
ラ
ク
ゼ
ー

シ
ョ
ン
、
移
動
販
売
車
な
ど
約
20

店
舗
の
個
性
豊
か
な
お
店
が
集
ま

り
ま
す
。

屋
内
で
天
候
を
気
に
せ
ず
に
楽

し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

日
12
月
17
日
㈯

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

会
南
魚
沼
市
民
会
館 

ホ
ワ
イ
エ

日
程
（
予
定
）

12
月
５
日
㈪

　

市
長
所
信
表
明
・
議
案
審
議

ほ
か

12
月
７
日
㈬
〜
９
日
㈮

　

各
常
任
委
員
会

12
月
12
日
㈪
〜
14
日
㈬

　

一
般
質
問

12
月
16
日
㈮

　

委
員
長
審
査
報
告
・
議
案
審
議

傍
聴
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

拡
大
防
止
の
た
め
、
マ
ス
ク
の
着

用
・
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
を
お
願
い

し
ま
す
。

他
日
程
の
詳
細
と
一
般
質
問
の
通

告
内
容
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

に
掲
載
す
る
ほ
か
、
一
般
質
問

当
日
に
、
通
告
内
容
を
ま
と
め

た
冊
子
を
受
付
（
閉
庁
後
は
宿

直
窓
口
）
で
配
布
し
ま
す
。

※
正
式
な
日
程
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
を
ご
確
認
い
た
だ
く
か
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

ち
で
人
と
話
が
で
き
る
よ
う
に
な

る
」
を
め
ざ
し
、
ま
ず
は
少
人
数

で
簡
単
な
ゲ
ー
ム
な
ど
を
楽
し
む

こ
と
か
ら
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
12
月
15
日
㈭
（
毎
月
第
３
木

曜
日
）

　

午
後
２
時
〜
３
時
30
分

会
子
ど
も
・
若
者
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー

対
市
内
在
住
の
義
務
教
育
終
了
〜

39
歳
の
若
者

〆
12
月
９
日
㈮

申
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

・
午
後
の
部
：
午
後
１
時
30
分
〜

３
時
30
分

会
塩
沢
公
民
館 

調
理
実
習
室

対
市
内
在
住
者
ま
た
は
在
勤
者

費
８
０
０
円
（
当
日
集
金
）

定
各
部
15
人
（
先
着
順
）

講
宮
田 

悠
さ
ん

持
エ
プ
ロ
ン
、
ふ
き
ん
、
持
ち
帰

り
容
器
、
筆
記
用
具

※
持
ち
帰
り
の
衛
生
管
理
は
各
自

の
責
任
で
お
願
い
し
ま
す

申
込
期
間

　

12
月
５
日
㈪
〜
14
日
㈬



催
し・講
座・募
集

く
ら
し・相
談

健
康・福
祉

子
育
て・教
育

ス
ポ
ー
ツ

図
書
館

文
化
施
設

掲
示
板

問
法
務
局 

南
魚
沼
支
局

☎
７
７
２・２
１
６
４

人
権
な
ん
で
も
相
談
所

〜
相
談
無
料
・
秘
密
厳
守
〜

く
ら
し
・
相
談

問
・
申
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
７
７
２・２
５
４
１

弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談

問
南
魚
沼
市
上
下
水
道
料
金

セ
ン
タ
ー

☎
７
８
８・０
２
２
０

水
道
の
冬
じ
た
く
を

お
願
い
し
ま
す

問
・
申
保
健
課

☎
７
７
３・６
８
１
１

専
門
医
に
よ
る
心
の
健
康
相
談
会

問
八
海
山
ス
カ
イ
ス
ノ
ー
実

行
委
員
会
事
務
局（
小
川
）

☎
０
９
０・４
６
０
８・５
６
６
１

第
１
回 

八
海
山
ス
カ
イ
ス
ノ
ー
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ス
カ
イ
ス
ノ
ー
は
険
し
い
山
岳

な
ど
を
駆
け
上
が
る
（
駆
け
下
り

る
）
ス
ピ
ー
ド
を
競
う
ス
カ
イ
ラ

ン
ニ
ン
グ
の
冬
季
種
目
で
、
世
界

選
手
権
も
開
催
さ
れ
て
い
る
雪
上

山
岳
レ
ー
ス
で
す
。

八
海
山
ス
カ
イ
ス
ノ
ー
は
、
八

海
山
ス
キ
ー
場
の
ゲ
レ
ン
デ
を
駆

け
上
が
る
レ
ー
ス
で
、
エ
キ
ス

パ
ー
ト
か
ら
キ
ッ
ズ
ま
で
４
種
類

の
コ
ー
ス
で
開
催
し
ま
す
。

日
12
月
18
日
㈰

　

午
前
７
時
30
分
〜
午
後
１
時

（
予
定
）

会
六
日
町
八
海
山
ス
キ
ー
場

〆
12
月
４
日
㈰

他
日
本
代
表
の
選
手
も
参
加
す
る

ほ
か
、
会
場
に
は
各
種
出
店

ブ
ー
ス
が
そ
ろ
い
ま
す
。
競
技

を
し
た
こ
と
が
な
い
人
も
楽
し

む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
申
し
込
み
方
法
な
ど
詳
し
く

は
、
Ｑ
Ｒ
か
ら
ご
確
認
く
だ

さ
い

家
庭
内
や
親
族
・
近
隣
間
の
悩

み
ご
と
な
ど
、
暮
ら
し
の
中
で
起

こ
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
の
相
談
。

い
じ
め
や
あ
ら
ゆ
る
差
別
問
題
の

相
談
。

日
12
月
10
日
㈯　

　

午
後
１
時
〜
４
時
（
受
付
：
午

後
３
時
ま
で
）

会
南
魚
沼
市
民
会
館
２
階 

婦
人

会
館 

和
室

相
人
権
擁
護
委
員

・
青
木 

智
子
〔
栄
町
〕

・
水
澤 

稔
〔
麓
〕

申
不
要
。
直
接
会
場
ま
で
。

　

マ
ル
チ
商
法
や
資
格
商
法
に
よ

る
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
、多
重
債
務
、

不
動
産
、
相
続
、
離
婚
な
ど
の
法

律
問
題
に
、
弁
護
士
が
無
料
で
相

談
に
応
じ
ま
す
。

日
12
月
15
日
㈭　

　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

会
塩
沢
市
民
セ
ン
タ
ー

定
５
人
（
１
人
約
30
分
）

〆
12
月
14
日
㈬　

正
午

申
電
話
で
ご
予
約
く
だ
さ
い
（
受

付
：
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
）

他
弁
護
士
と
の
相
談
時
間
を
有
効

に
使
え
る
よ
う
、
申
し
込
み
時

に
相
談
員
が
概
要
を
伺
い
ま
す
。

相
談
内
容
に
よ
っ
て
は
、
お
受

け
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

冬
期
間
（
12
月
〜
４
月
）
は
、

積
雪
の
た
め
検
針
を
行
い
ま
せ

ん
。
こ
の
期
間
は
、
概
算
で
水
道

料
金
を
毎
月
請
求
し
ま
す
。

冬
期
概
算
料
金

前
年
の
冬
期
間
使
用
水
量
（
前

年
使
用
し
て
い
な
い
場
合
は
、
直

近
の
使
用
水
量
）
か
ら
、
１
か
月

あ
た
り
の
水
量
を
認
定
し
、
そ
れ

を
も
と
に
計
算
し
た
料
金
で
す
。

概
算
料
金
を
ご
確
認
く
だ
さ
い

１
月
上
旬
に
郵
送
す
る
「
冬
期

認
定
通
知
書
」
で
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

概
算
料
金
は
変
更
で
き
ま
す

認
定
水
量
と
実
際
の
使
用
水
量

に
大
き
な
差
が
あ
る
場
合
や
、
使

用
人
数
の
増
減
な
ど
で
使
用
水
量

の
変
動
が
予
想
さ
れ
る
場
合
は
、

認
定
水
量
を
変
更
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
希
望
す
る
場
合
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

概
算
料
金
の
精
算

５
月
に
検
針
を
再
開
し
、
６
月

に
精
算
を
し
ま
す
。
５
月
の
検
針

ま
で
に
転
居
な
ど
で
閉
栓
す
る
場

合
は
、
そ
の
際
に
精
算
し
ま
す
。

精
算
料
金
は
送
付
す
る
「
冬
期
精

算
通
知
書
」で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

自
主
検
針
に
よ
る
料
金

自
分
で
水
道
メ
ー
タ
ー
を
検
針

し
て
報
告
す
る
こ
と
で
、
実
際
の

使
用
量
で
料
金
を
支
払
う
方
法
で

す
。
希
望
す
る
場
合
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

凍
結
に
よ
る
漏
水
に
ご
注
意
を

倉
庫
や
作
業
所
、
地
区
の
集
会

所
な
ど
、
冬
期
間
の
利
用
が
少
な

い
施
設
な
ど
は
注
意
が
必
要
で

す
。
定
期
的
に
点
検
を
行
い
、
漏

水
を
防
い
で
く
だ
さ
い
。

長
期
間
水
道
を
使
用
し
な
い
で
不

在
に
な
る
場
合
は
休
止
手
続
き
を

（
介
護
施
設
入
所
な
ど
）

休
止
と
再
開
の
手
続
き
に
は
、

手
数
料
が
そ
れ
ぞ
れ
５
０
０
円
必

要
で
す
が
、
休
止
期
間
中
は
水
道

料
金
が
発
生
し
ま
せ
ん
。

南
魚
沼
市
上
下
水
道
料
金
セ
ン

タ
ー
の
営
業
時
間

月
〜
金
曜
日
：
午
前
８
時
30
分
〜

午
後
６
時

日
曜
日
：
午
前
９
時
〜
正
午

眠
れ
な
い
、
不
安
だ
、
仕
事
が

続
か
な
い
、
家
族
が
閉
じ
こ
も

り
・
ひ
き
こ
も
り
が
ち
だ
、
物
忘

れ
が
気
に
な
る
、
な
ど
に
悩
む
人

や
そ
の
家
族
な
ど
の
相
談
に
、
心

の
専
門
医
が
応
じ
ま
す
。
ひ
と
り

で
抱
え
ず
、お
聴
か
せ
く
だ
さ
い
。

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
守
ら
れ
ま
す
。

日
12
月
21
日
㈬

　

午
後
２
時
〜
４
時

会
塩
沢
公
民
館

〆
12
月
19
日
㈪　

午
後
５
時

申
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

他
精
神
科
の
主
治
医
が
い
る
場
合

は
、
相
談
し
て
か
ら
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
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問
市
民
課☎７

７
３・６
６
６
１

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

申
請
は
お
早
め
に

問
税
務
課 

資
産
税
班

☎
７
７
３・６
６
６
８

償
却
資
産
の
申
告
を
お
忘
れ
な
く

問
税
務
課 
資
産
税
班

☎
７
７
３・６
６
６
８

低
未
利
用
土
地
等
確
認
書
の
発
行

問
南
魚
沼
警
察
署

☎
７
７
０・０
１
１
０

　
警
察
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

☎
＃
９
１
１
０

市
役
所
職
員
を
名
乗
る
詐
欺

電
話
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

「
携
帯
電
話
を
持
っ
て
Ａ
Ｔ
Ｍ

へ
誘
導
」
は
詐
欺
で
す

市報 みなみ魚沼　令和４年12月１日発行5

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
第
２
弾
の
対

象
と
な
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
オ
ン
ラ
イ
ン
や
郵
送
に
よ
る
申

請
は
12
月
末
ま
で
可
能
で
す
。（
市

役
所
窓
口
で
の
申
請
は
12
月
28
日

㈬
ま
で
）
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
は
、

お
好
き
な
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済

サ
ー
ビ
ス
で
使
え
ま
す
。
マ
イ
ナ

ポ
イ
ン
ト
の
申
込
締
切
は
、
令
和

５
年
２
月
末
で
す
。

現
在
、
市
役
所
窓
口
で
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
受
け
取
る
人
が

多
く
、
大
変
混
み
合
っ
て
い
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
は
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ
ン
、

郵
送
な
ど
で
も
で
き
ま
す
。（
市
役

所
窓
口
以
外
で
申
請
し
た
場
合
、

カ
ー
ド
の
受
け
取
り
に
市
役
所
窓

口
へ
の
来
庁
が
必
要
で
す
）

申
請
窓
口　
市
民
課
、
大
和
・
塩

沢
市
民
セ
ン
タ
ー

持・
通
知
カ
ー
ド

・
顔
写
真
付
き
の
本
人
確
認
書
類

１
点
（
運
転
免
許
証
、
旅
券
、

身
体
障
害
者
手
帳
な
ど
）

・
そ
の
他
の
本
人
が
確
認
で
き
る

　

償
却
資
産
と
は
、
土
地
や
家
屋

以
外
の
事
業
用
の
構
築
物
、
機

械
、
備
品
な
ど
の
有
形
資
産
の
こ

と
で
す
。
駐
車
場
の
ア
ス
フ
ァ
ル

個
人
が
、
令
和
２
年
７
月
１
日

〜
令
和
４
年
12
月
31
日
ま
で
の
間

に
、
譲
渡
の
年
の
１
月
１
日
に
所

有
期
間
が
５
年
を
超
え
、
土
地
と

そ
の
上
物
の
取
引
額
の
合
計
が

５
０
０
万
円
以
下
な
ど
、
一
定
の

要
件
を
満
た
す
低
未
利
用
土
地
等

（
空
き
家
・
空
き
地
・
空
き
店
舗

書
類
１
点
（
健
康
保
険
証
、
年

金
手
帳
な
ど
）

・
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
あ

る
人
）

※
顔
写
真
は
窓
口
で
無
料
撮
影
可

申
請
は
延
長
・
日
曜
窓
口
も
ご
利

用
い
た
だ
け
ま
す（
本
庁
舎
の
み
）

延
長
窓
口

　

12
月
14
日
㈬
、
21
日
㈬

　

午
後
５
時
15
分
〜
７
時
30
分

日
曜
窓
口

　

12
月
11
日
、
25
日

　

午
前
８
時
30
分
〜
正
午
、
午
後

１
時
〜
３
時

※
住
民
票
、
戸
籍
な
ど
の
事
務
は

行
い
ま
せ
ん

予
約　
不
要

※
交
付
は
原
則
３
日
前
ま
で
に
予

約
が
必
要
で
す
。（
当
日
申
し

込
み
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
）
持
ち
物
も
申
請
と
は
異

な
り
ま
す
の
で
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い

ト
舗
装
や
消
雪
設
備
、
フ
ォ
ー
ク

リ
フ
ト
や
シ
ョ
ベ
ル
ロ
ー
ダ
ー
な

ど
の
大
型
特
殊
自
動
車
も
含
ま
れ

ま
す
。

　

令
和
５
年
１
月
１
日
時
点
で
、

固
定
資
産
の
課
税
対
象
と
な
る
償

却
資
産
を
所
有
す
る
事
業
者
は
、

所
有
状
況
を
記
入
し
た
申
告
書
を

期
限
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

軽
自
動
車
税
・
自
動
車
税
を
課

税
さ
れ
て
い
る
資
産
は
、
申
告
不

要
で
す
。

　

継
続
申
告
の
事
業
者
に
は
、
申

告
書
を
12
月
中
旬
に
郵
送
す
る
予

定
で
す
。
申
告
書
が
届
か
な
い
場

合
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〆
令
和
５
年
１
月
31
日
㈫

提
出
先　
税
務
課 

資
産
税
班
、　

　

大
和
・
塩
沢
市
民
セ
ン
タ
ー

な
ど
）
を
譲
渡
し
た
場
合
、
そ
の

譲
渡
所
得
の
金
額
か
ら
１
０
０
万

円
を
控
除
す
る
特
例
措
置
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
譲
渡
所
得
の
控
除
を
受
け

る
に
は
、市
町
村
が
発
行
す
る「
低

未
利
用
土
地
等
確
認
書
」
を
添
付

し
て
、
最
寄
り
の
税
務
署
へ
確
定

申
告
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。

※
「
低
未
利
用
土
地
等
確
認
書
」

は
、
特
例
措
置
の
控
除
が
適
用

さ
れ
る
こ
と
を
確
約
す
る
書
類

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
申
請
か
ら

発
行
ま
で
７
〜
10
日
程
度
か
か

り
ま
す
。
税
務
署
へ
の
確
定
申

告
の
手
続
き
期
限
を
考
慮
し
、

余
裕
を
も
っ
て
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。
申
請
書
は
、
市
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
（「
低
未
利
用
土
地
」
で

検
索
）
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可

南
魚
沼
警
察
署
管
内
で
還
付
金

詐
欺
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

手
口
は
、
市
役
所
職
員
を
名
乗
っ

て
口
座
番
号
を
聞
き
出
し
、
そ
の

後
金
融
機
関
な
ど
の
職
員
を
名

乗
っ
て
Ａ
Ｔ
Ｍ
に
誘
導
し
、
他
人
名

義
の
口
座
に
振
り
込
ま
せ
ま
す
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
携
帯
電
話

を
持
っ
て
い
て
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
操
作

が
容
易
に
可
能
な
、
特
に
60
代
女

性
の
被
害
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
介
護
保
険
料
な
ど
の

還
付
金
の
手
続
き
を
、
電
話
や

Ａ
Ｔ
Ｍ
操
作
な
ど
で
案
内
す
る
こ
と

は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。
還
付
金

が
あ
る
な
ど
の
電
話
が
あ
っ
た
ら
、

一
度
電
話
を
切
り
、
家
族
や
市
役

所
、
警
察
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

※
介
護
保
険
料
の
還
付
に
関
す
る

問
い
合
わ
せ
は
、
介
護
保
険
課

（
☎
７
７
３
・６
６
７
５
）
ま
で

南
魚
沼
地
域
安
全
協
会
安
全
安
心

メ
ー
ル
に
ご
登
録
く
だ
さ
い

南
魚
沼
警
察
署
で
は
、
特
殊
詐

欺
の
情
報
や
ク
マ
の
出
没
情
報
な

ど
を
随
時
メ
ー
ル
で
配
信
し
て
い

ま
す
。
次
の
Ｑ
Ｒ
か
ら
簡
単
に
登

録
で
き
ま
す
。

※
登
録
は
無
料
。
情
報
受
信
な
ど

に
か
か
る
通
信
料
は
個
人
の
負

担
と
な
り
ま
す
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問環境交通課　☎773・6666

問下水道課　☎774・2740

地盤沈下を抑制するため地下水の節水にご協力ください

下水道を正しく使いましょう

市全体で節水に取り組みましょう
市内の地盤沈下の原因は、消雪パイプの使用による地下水位の低下です。地盤は沈下すると、完

全には元に戻りません。市内の井戸の本数は年々増加しており、地下水の汲み上げ量も増加してい
ます。一人ひとりが節水意識を持ち、散水を必要最小限にしましょう。
地下水を必要以上に使わない

降雪検知器や消雪パイプノズルの点検・調整を行い、無駄な運転や不要な散水の削減に努めましょう。
早期に散水を中止しましょう

２月中旬以降の温暖期に入り、建物の保
全に影響しない程度であれば散水をやめま
しょう。
地下水だけに頼らない

消雪パイプと人力による除雪を併用する
ことで、融雪効果は上がります。こまめに
雪かきをしましょう。

冬期間は、排水管の詰まりなどにより汚水が逆流してあふれるなど、下水道のトラブルが頻発します。
下水道は利用するみなさんの公共の財産です。一人ひとりがルールを守って、下水道を正しく使い

ましょう。
水に溶けないものを流さない

水に溶けない紙類（除菌シートやウェットティッ
シュなど）やタオルなどを流すと、ポンプの詰まりの
原因になります。
食用油などを流さない

天ぷら油などの食用油は排水管の中で冷えて固ま
り、詰まりの原因になります。紙や布に吸わせるか、
凝固剤を使って燃えるごみで出しましょう。
※各庁舎では毎月第４木曜日に、不燃ごみ処理施設で

は日曜・祝日の午後と１月１日〜３日を除く日に廃
天ぷら油の回収を行っています。ご利用ください

グリストラップの清掃は定期的に
飲食店などには、油分を分離させるグリストラップ

が設置されています。グリストラップの清掃が不十分
だと油分で下水道管が詰まり、清掃代などは原因者の
負担になることがあります。グリストラップは定期的
に清掃しましょう。

排水管やマスの破損に注意
ひび割れなどを破損したままにしてお

くと、雨水や異物の流入、詰まりや事故
などの原因になります。特に冬期間は、
大量の雪解け水や消雪パイプの水が排水
管に流入する可能性があります。マスな
どの破損を見つけたら、指定工事店か下
水道課にご相談ください。

地下水位などの情報
基準地下水位（11月30日　午前９時）と

比べた水位を、12月１日㈭か
ら市ウェブサイトで公表し
ています。ＱＲから確認でき
ます。

※市ウェブサイトで順次公表します

ひび割れて交換が必要な公共マス
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問
環
境
交
通
課☎

７
７
３・６
６
６
６

灯
油
の
流
出
に
ご
注
意
を

問
福
祉
課 

障
が
い
福
祉
係

☎
７
７
３・６
６
６
７

Ｆ
７
７
３・６
７
２
３

心
身
障
害
者
扶
養
共
済
制
度

健
康
・
福
祉
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寒
く
な
る
と
暖
房
器
具
な
ど
で
灯
油
を

取
り
扱
う
機
会
が
増
え
る
こ
と
に
伴
い
、

灯
油
の
流
出
事
故
が
多
発
し
ま
す
。
そ
の

多
く
は
、
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
か
ら
の
給
油
中

に
そ
の
場
を
離
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
原
因

で
す
。河
川
な
ど
に
流
出
し
た
油
の
回
収
・

処
理
費
用
は
、
原
因
者
の
負
担
と
な
り
ま

す
。
灯
油
の
流
出
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

流
出
事
故
を
防
ぐ
た
め
に

・
給
油
中
は
、
そ
の
場
か
ら
離
れ
ず
目
を

離
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
給
油
後
は
、
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
の
バ
ル
ブ

を
確
実
に
閉
め
ま
し
ょ
う
。

・
配
管
に
破
損
や
腐
食
が
な
い
か
定
期
的

に
点
検
し
ま
し
ょ
う
。

万
が
一
に
備
え
た
対
策

・
防
油
堤
（
灯
油
が
あ
ふ
れ
出
た
と
き
の

受
け
皿
）
や
自
動
停
止
す
る
給
油
補
助

器
具
を
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

流
出
し
て
し
ま
っ
た
ら

・
布
き
れ
や
新
聞
紙
な
ど
で
灯
油
が
水
路

に
流
れ
出
な
い
よ
う
処
置
し
て
く
だ
さ

い
。河
川
な
ど
へ
の
流
出
を
防
ぐ
た
め
、

水
で
は
洗
い
流
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

・
速
や
か
に
市
役
所
か
消
防
署
に
通
報
し

て
く
だ
さ
い
。

消
防
本
部　
☎
７
８
２・９
１
１
９

消
防
大
和
分
署　
☎
７
７
９・４
６
０
０

心
身
障
害
者
扶
養
共
済
制
度
は
、
障
が

い
者
の
保
護
者
が
加
入
者
と
な
り
、
一
定

期
間
に
掛
金
を
納
め
る
こ
と
で
、万
が
一
、

加
入
者
が
死
亡
し
た
場
合
や
重
度
障
が
い

を
負
っ
た
場
合
に
、
障
が
い
者
に
終
身
の

年
金
を
支
給
す
る
制
度
で
す
。

掛
金　
１
口
に
つ
き
月
額
９
，３
０
０
円

〜
２
３
，３
０
０
円

※
加
入
時
の
年
齢
で
異
な
り
ま
す
。
障
が

い
者
１
人
に
つ
き
２
口
ま
で
加
入
で
き

ま
す

年
金
支
給
額

　

１
口
に
つ
き
月
額
２
万
円

加
入
者
の
要
件
（
す
べ
て
に
該
当
）

①
障
が
い
者
を
扶
養
す
る
保
護
者

②
加
入
年
度
の
４
月
１
日
時
点
の
年
齢
が

65
歳
未
満

③
特
別
な
疾
病
や
障
が
い
が
な
い

障
が
い
者
の
要
件
（
い
ず
れ
か
に
該
当
）

①
知
的
障
が
い
者

②
身
体
障
害
者
手
帳
１
〜
３
級
所
持
者

③
精
神
か
身
体
に
①
か
②
と
同
程
度
の
永

続
的
な
障
が
い
が
あ
る
と
認
め
ら
れ

る
人

持・
福
祉
課
で
配
布
す
る
申
請
書

・
料
金
等
口
座
振
替
依
頼
書

・
加
入
者
と
障
が
い
者
の
住
民
票

・
加
入
者
の
告
知
書

・
障
が
い
の
種
類
・
程
度
を
証
明
す
る
も

の
（
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳

な
ど
）

交
付
を
希
望
す
る
次
の
対
象
者
は
、
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

対
市
内
に
住
所
が
あ
り
、
身
体
障
害
者
手

帳
（
１
〜
４
級
）、
療
育
手
帳
、
精
神

障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
を
所
持
し
、
①

か
②
に
該
当
す
る
人

①
75
歳
以
上
で
冬
期
間
（
12
月
〜
翌
年
３

月
）
に
、
自
動
車
の
運
転
が
で
き
な
い

②
人
工
透
析
の
治
療
者
で
体
調
不
良
の
た

め
、
自
動
車
の
運
転
が
で
き
な
い

※
人
工
透
析
等
通
院
費
助
成
の
受
給
者

と
、
自
ら
車
の
運
転
を
行
わ
ず
、
既
に

交
付
を
受
け
て
い
る
人
を
除
く

申
請
に
必
要
な
も
の

前
記
の
手
帳
（
重
複
し
て
所
持
す
る
人

は
す
べ
て
の
手
帳
）

Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料
の
減
免
申
請
は
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
へ
郵
送
し
て
申
請
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

免
除
手
続
き
に
必
要
な
申
請
書
な
ど

は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
取
得
で

き
ま
す
。

※
減
免
に
は
、
全
額
免
除
と
半
額
免
除
が

あ
り
ま
す
。申
請
に
必
要
な
書
類
な
ど
、

詳
し
く
は
市
報
６
月
１
日
号
を
ご
覧
に

な
る
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

郵
送
に
係
る
問
合
せ
先

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
７
０
・
０
７
７
・
０
７
７

（
受
付
：
午
前
９
時
〜
午
後
６
時
）

問
・
申
福
祉
課 

障
が
い
福
祉
係

☎
７
７
３・６
６
６
７

Ｆ
７
７
３・６
７
２
３

障
が
い
者
タ
ク
シ
ー
利
用
券
を

交
付
し
て
い
ま
す

問
・
申
福
祉
課 

障
が
い
福
祉
係

☎
７
７
３・６
６
６
７

Ｆ
７
７
３・６
７
２
３

Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料
減
免
の
申
請

は
郵
送
で
も
手
続
き
で
き
ま
す

交
付
枚
数

　

１
人
10
枚
（
１
枚
あ
た
り
５
０
０
円
）

有
効
期
限　
交
付
さ
れ
た
年
度
内

利
用
方
法　
タ
ク
シ
ー
利
用
券
裏
面
に
記

載
の
タ
ク
シ
ー
会
社
を
利
用
し
、
１
回

の
乗
車
に
つ
き
、
料
金
総
額
の
範
囲
内

で
６
枚
ま
で
利
用
可
。
必
ず
手
帳
を
提

示
し
て
ご
乗
車
く
だ
さ
い
。

受
付
窓
口　

福
祉
課 

障
が
い
福
祉
係
、

大
和
・
塩
沢
市
民
セ
ン
タ
ー
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【問・申請】市民課 国保年金係　☎773・6661

令和５年度 国保の人間ドック費用助成受付開始
〜対象者は市の国民健康保険（国保）の加入者です〜

市の国民健康保険加入者の疾病予防と早期発見・早期治療、健康保持・増進を図るため、下表の検診機
関で人間ドックを受診した場合の費用を助成します。

申請期間　12月１日㈭〜令和５年１月13日㈮
受付窓口　市民課 国保年金係、大和・塩沢市民センター
実施期間　令和５年４月〜令和６年３月
助 成 額　16,000円（定額）
※申請書と引き換えに受付済証をお渡しします。必ず受付窓口に申請書を提出してください。
　基本料金に含まれないオプションなどは、すべて自己負担となります

※ドック費用額は、令和４年度の額を参考に掲載。令和５年度のドック費用額は、令和５年３月末までに決
まります。基本検査・オプション検査の内容・ドック開始日は、各検診機関に直接お問い合わせください

注意点
・申請日からドック受診日までの間に継続して国保に加入している人のみ助成を受けることができます。
・市が行う「住民健診」を受ける場合は、人間ドックの費用を助成できません。
・乳がん・子宮頸がん検診は、人間ドックの基礎項目に入っていません。
・期間内に申請がないと、助成対象となりません。
・助成が受けられるのは、上の表にある検診機関のみです。
・日程などは、検診機関と調整後に通知します。申請状況で、希望月にならない場合があります。

助成対象　※次のすべてに該当すること
・昭和63年４月１日以前に生まれ、申請日から受診日まで国保の加入資格がある
　（後期高齢者医療制度の加入者は対象外。11ページの助成制度をご利用ください）
・国民健康保険税の滞納がない
・健診結果を、市が閲覧・管理・保存することに同意できる
・健診結果で特定保健指導が必要と判断された場合、その指導を受けることに同意できる

金額と定員 （　）内は胃カメラを希望した場合の金額

検診機関 ドック費用額 差引
個人負担額

定員
（全体）

定員
（胃カメラ）

小出検診センター
　☎025・792・3365
※日程・内容については、十日町検診センター
　（☎025・752・6196）まで

41,800円
※バリウムのみ 25,800円 上限なし

ゆきぐに大和病院（健友館）
　☎777・4477

39,600円
（44,700円）

23,600円
（28,700円） 上限なし 上限なし

湯沢町保健医療センター
　☎785・5005

36,300円
（40,150円）

20,300円
（24,150円） 上限なし 上限なし

長岡健康管理センター
　☎0258・28・3666

37,400円
（41,800円）

21,400円
（25,800円） 上限なし 上限なし
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① 保険証番号 枝番 （市役所記入欄）

② 保険証番号 枝番 （市役所記入欄）

南魚沼市長　あて
　南魚沼市国民健康保険の人間ドック助成を下記のとおり申請します。市の行う保健活動のため、
検診機関が検査結果を市に提供し、必要な場合は特定保健指導を受けることに同意します。

（特定保健指導を拒否すると、人間ドック助成が受けられない場合があります）
　令和　　　年　　　月　　　日

世帯主
住 所 〒949 ―

南魚沼市
　　（アパート・マンション名）

氏 名 電話番号 　　　　 ―　　　　　  ―

南魚沼市 国民健康保険 人間ドック助成申請書
注意点
○電話・郵送・ファックスでの受付はできません。
○期限内に申請してください。
○受付時に受付済証をお渡します。
○年齢は、令和５年４月１日現在でご記入ください。

【希望する項目の□にチェック を記入してください】
 ↓太枠の中を記入してください

申請期限
令和５年

１月13日㈮

受　付　印

切
り
取
り
線

希望月

氏
名

生年月日 年齢 □令和　年　月（上旬・中旬・下旬）
昭和　　年　　月　　日 　　歳 □特に希望しない

希望機関 胃の検査方法 乳がん検診 子宮頸がん検診 送迎
□小出検診センター □なし　□バリウム □あり　　□なし □あり　□なし □あり　□なし

□ゆきぐに大和病院
　（健友館）

□なし　□バリウム
□胃カメラ（鼻）
□胃カメラ（口）

□あり　　□なし □あり　□なし

□湯沢町保健医療センター
□なし　□バリウム
□胃カメラ（鼻）
□胃カメラ（口）

□あり　　□なし
乳腺超音波検査（エコー） □あり　□なし

□長岡健康管理センター
□なし　□バリウム
□胃カメラ（鼻）
□胃カメラ（口）

□マンモグラフィ
□３Ｄマンモグラフィ
□エコー　□なし

□あり　□なし

送迎乗車場所 □本庁舎　　□塩沢庁舎　　□大巻開発センター

希望月

氏
名

生年月日 年齢 □令和　年　月（上旬・中旬・下旬）
昭和　　年　　月　　日 　　歳 □特に希望しない

希望機関 胃の検査方法 乳がん検診 子宮頸がん検診 送迎
□小出検診センター □なし　□バリウム □あり　　□なし □あり　□なし □あり　□なし

□ゆきぐに大和病院
　（健友館）

□なし　□バリウム
□胃カメラ（鼻）
□胃カメラ（口）

□あり　　□なし □あり　□なし

□湯沢町保健医療センター
□なし　□バリウム
□胃カメラ（鼻）
□胃カメラ（口）

□あり　　□なし
乳腺超音波検査（エコー） □あり　□なし

□長岡健康管理センター
□なし　□バリウム
□胃カメラ（鼻）
□胃カメラ（口）

□マンモグラフィ
□３Ｄマンモグラフィ
□エコー　□なし

□あり　□なし

送迎乗車場所 □本庁舎　　□塩沢庁舎　　□大巻開発センター
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月 火 水 木 金 土 日
午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 休診日
◎自宅まで送迎（午前のみ）します。（原則、

城内・五十沢・大巻・大崎地区）電話か
窓口でお申し込みください。

１日 ２日 ３日 ４日
髙　橋 髙橋 ※ 休　診 休　診

５日 ６日 ７日 ８日 ９日 10日 11日
髙橋 ※ 田　中 松　田 田　中 髙橋 ※ 福本 休診 休　診

12日 13日 14日 15日 16日 17日 18日
髙橋 ※ 田　中 松　田 髙　橋 髙橋 ※ 休　診 休　診

19日 20日 21日 22日 23日 24日 25日
髙橋 ※ 田　中 松　田 田　中 髙橋 ※ 髙橋 休診 休　診

26日 27日 28日 29日 30日 31日
休　診 田　中 松　田 休　診 休　診 休　診

12月の城内診療所 診療担当医師（予定表）
受付・診療時間 午前：月〜土曜日　〈受付〉８：00〜11：00　〈診療〉９：00〜 

午後：火〜木曜日　〈受付〉12：30〜15：00　〈診療〉13：30〜

◎来院時はマスクの着用をお願いします。 問城内診療所　☎775・2009

※月・金曜日の午後の診療は新型コロナワクチン接種のため休診となります
　インフルエンザワクチン接種は、診療時間内におこしください

電力・ガス・食料品などの価格高騰による負担増を踏まえ、生活困窮世帯を対象に給付金を支給
します。対象となる世帯には「お知らせ通知」を送付しました。
※予期せず大幅に収入が減少した世帯を対象に、「家計急変世帯への電力・ガス・食料品等価格高

騰緊急支援給付金」の申請を受け付けています。詳しくは市ウェブサイト（「家計急変世帯向け」
で検索）をご覧いただくか、お問い合わせください

対９月30日時点で、南魚沼市に住民登録があり（外国
人を含む）、世帯全員の令和４年度住民税均等割が
非課税の世帯

※住民税非課税世帯等臨時特別給付金（１世帯あたり
100,000円）を受給している場合でも、支給要件を
満たしている場合は給付対象となります

給付額
　１世帯あたり50,000円（口座振込）
※同対象世帯に対し、灯油の価格高騰による負担軽減

のための助成金5,000円を合わせて振り込みます

問給付金事務局（福祉課 厚生福祉係）
☎773・6806

電力・ガス・食料品等価格高騰緊急支援給付金

対象外（主な例）
・住民税が課税されている人の扶養親族

等のみからなる世帯
・基準日以降、申請前に世帯全員が死亡
申不要。
※お知らせ通知に記載の振込口座を変更

する場合や受給を辞退する場合は、12
月13日㈫までに給付金事務局にお申し
出ください

振込予定日　12月21日㈬
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７
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３・６
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１
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な
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問
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申
商
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光
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３・６
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後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
加
入
者
で
、

対
象
条
件
を
満
た
し
、
人
間
ド
ッ
ク
を
受

診
す
る
人
に
補
助
金
（
償
還
払
い
）
を
支

給
し
ま
す
。
人
間
ド
ッ
ク
を
受
診
す
る
前

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
後
に
、
請
求
方
法
を
記
載
し

た
通
知
を
送
付
し
ま
す
。

対
象
条
件
（
す
べ
て
満
た
す
こ
と
）

・
市
の
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
し

て
い
る

・
保
険
料
の
滞
納
が
な
い

・
令
和
５
年
度
の
住
民
健
診
を
受
診
し
な

い
（
住
民
健
診
と
重
複
し
た
場
合
、
補

助
金
の
支
給
は
で
き
ま
せ
ん
）

・
市
と
新
潟
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
が
、
健
診
結
果
を
閲
覧
、
管
理
、
利

用
す
る
こ
と
に
同
意
で
き
る

対
象
受
診
期
間　

　

令
和
５
年
４
月
〜
令
和
６
年
３
月

補
助
金
額　
１
０
，０
０
０
円

〆
令
和
５
年
５
月
31
日
㈬

申
市
民
課 

国
保
年
金
係
、
大
和
・
塩
沢

市
民
セ
ン
タ
ー
（
電
話
受
付
は
、
市
民

課 

国
保
年
金
係
の
み
）

人
間
ド
ッ
ク
の
受
診
費
用
は
、
住
民
健

診
に
比
べ
て
高
額
で
す
。
費
用
や
基
本
検

査
・
オ
プ
シ
ョ
ン
検
査
の
内
容
は
、
受
診

子
育
て
の
わ
（
輪
・
和
・
話
）
を
ひ
ろ

げ
よ
う
！
初
め
て
の
人
、
里
帰
り
の
人
、

上
の
子
を
連
れ
た
人
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
・

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
も
大
歓
迎
で
す
。

第
１
回 
冬
の
親
子
サ
ロ
ン

日
12
月
15
日
㈭　

午
前
10
時
〜
11
時
（
受
付
：
午
前
９
時

30
分
〜
）

会
市
民
会
館
２
階 
研
修
室
・
会
議
室

内
た
の
し
い
ク
リ
ス
マ
ス

対
０
〜
４
歳
の
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者

な
ど

費
１
人
10
円
（
保
険
料
）

申
不
要
。
直
接
会
場
ま
で
。

持
水
分
補
給
の
た
め
、
飲
み
物
を
ご
持
参

く
だ
さ
い
。

※
動
き
や
す
い
服
装
で
お
こ
し
く
だ
さ
い

南
魚
沼
市
ス
キ
ー
場
協
議
会
の
ご
協
力

で
、
市
内
の
ス
キ
ー
場
で
利
用
で
き
る
共

通
リ
フ
ト
乗
車
証
（
シ
ー
ズ
ン
券
）
を
販

売
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
学
校
な
ど
で
配

布
す
る
申
込
書
か
案
内
チ
ラ
シ
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

対
・
費

市
内
の
小
・
中
学
生 

１
０
，０
０
０
円

市
内
に
在
住
・
在
校
す
る
高
校
生

 

１
５
，０
０
０
円

シ
ー
ズ
ン
券
を
購
入
し
た
小
・
中
学
生
の

両
親
、
同
住
所
に
住
む
祖
父
母
（
３
人

ま
で
）

　
１
人
目 

３
０
，０
０
０
円

　
２
・
３
人
目 

１
５
，０
０
０
円

※
代
金
は
、
事
前
に
指
定
口
座
に
お
振
り

込
み
く
だ
さ
い
。
発
券
後
は
、
い
か
な

る
理
由
で
あ
っ
て
も
返
金
で
き
ま
せ
ん

申
込
み
に
必
要
な
も
の

・
申
込
書

・
振
込
を
確
認
で
き
る
書
類

・
顔
写
真
１
枚
（
外
寸
：
横
35
㎜
×
縦
45

㎜
、
写
真
の
顔
の
サ
イ
ズ
：
頭
頂
部
か

ら
あ
ご
ま
で
32
〜
36
㎜
、
縁
な
し
、
無

問
・
申
市
民
課 

国
保
年
金
係

☎
７
７
３・６
６
６
１

令
和
５
年
度 

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

人
間
ド
ッ
ク
費
用
補
助
金

を
希
望
す
る
検
診
機
関
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

帽
、
無
背
景
、
撮
影
後
６
か
月
以
内
）

・
高
校
生
は
今
年
度
の
学
生
証
、
小
・
中

学
生
の
両
親
・
祖
父
母
は
申
込
者
の
本

人
確
認
書
類

本
人
確
認
書
類

①
運
転
免
許
証
、パ
ス
ポ
ー
ト
、住
基
カ
ー

ド
（
写
真
付
き
）、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
、
障
が
い
者
手
帳
、
官
公
署
の
身
分

証
明
書
（
写
真
付
き
）

②
保
険
証
、
介
護
保
険
被
保
険
者
証
、
年

金
手
帳
、年
金
証
書
、住
基
カ
ー
ド
（
写

真
な
し
）、学
生
証
、社
員
証
、診
察
券
、

預
金
通
帳

※
住
所
が
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
に
限

る
。
①
は
１
点
、
②
は
２
点
必
要
（
コ

ピ
ー
不
可
）

使
用
可
能
ス
キ
ー
場

石
打
丸
山
ス
キ
ー
場
、
舞
子
ス
ノ
ー
リ

ゾ
ー
ト
、
Ｍ
ｔ
．グ
ラ
ン
ビ
ュ
ー
ス
キ
ー

場
、
上
越
国
際
ス
キ
ー
場
、
シ
ャ
ト
ー
塩

沢
ス
キ
ー
場
、六
日
町
八
海
山
ス
キ
ー
場
、

ム
イ
カ
ス
ノ
ー
リ
ゾ
ー
ト
、
八
海
山
麓
ス

キ
ー
場

※
六
日
町
八
海
山
ス
キ
ー
場
で
は
、
小
学

生
は
無
料
で
利
用
可

〆
令
和
５
年
２
月
28
日
㈫

※
大
和
・
塩
沢
市
民
セ
ン
タ
ー
で
も
申
し

込
み
可
（
発
行
ま
で
３
日
程
度
が
か
か

り
ま
す
）
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公益財団法人南魚沼市文化スポーツ振興公社 スポーツ振興係
〒949−6611�南魚沼市坂戸372�ディスポート南魚沼内
ディスポート☎773・6620　スポパラ☎773・3210

ディスポート南魚沼
12月の休館日 毎週月曜日

※13日㈫はプール利用不可。24
日㈯・25日㈰の営業は、９：00
〜17：00。プール利用不可

整備点検休館
　12月26日㈪〜１月３日㈫

トレーニングマシン使用法講習会
油圧抵抗式マシンの使い方説明会です。

日12月18日㈰　12：00〜13：30　
対中学生以上　定６人（先着順）
費会員：無料、一般：200円
※施設利用料300円が別途必要（定期券可）
持運動着、運動靴、タオル、飲み物
申ディスポート南魚沼（電話申し込み可）

新春初泳ぎ！プール無料開放イベント
新年の運動初めはディスポートで泳いでみませんか。
水温・室温は30℃程度。冬でも寒さをあまり感じずに楽

しむことができます。定期券の利用者には、プール利用無
料券を１枚差し上げます。
日令和５年１月４日㈬　10：00〜16：00
※アリーナ、ランニングトラック、トレーニングルームは

９：00〜17：00の営業

コース（全10回） 開催曜日・時間 対・内
受講料

会　員 一　般

水
泳
教
室

親　子 土曜日　12：00〜12：50
対令和５年１月31日時点で３歳以上のオ

ムツがとれている未就学児と保護者
内親子で水慣れ

新規
1,000円
再受講
4,000円

１教室
につき
4,500円

ミニ
アクア
のみ

2,500円

幼　児
水〜土曜日　全５コース
※時間は曜日で異なり

ます

対令和５年１月31日時点で５歳以上の
未就学児

内水慣れから初歩のクロール

初　級
水〜土曜日　全８コース
※時間は曜日で異なり

ます

対小学生
内水慣れ・顔つけから、中級コースを

めざす小学生 新規
無料

再受講
4,000円

ＪＳＣ会員
3,500円

２教室目
から

4,000円

ミニアクアが
２教室目か

再受講
2,000円

中級・上級（小中学生の経験者が対象）も募集します

レディース 火・木曜日
11：00〜12：00

対16歳以上の女性
内顔つけ・水慣れから４泳法

一　般
水曜日　19：00〜20：00 対中学生以上

内顔つけ・水慣れから４泳法

金曜日　13：00〜14：30 対16歳以上
内４泳法の上達

シニア 水曜日　14：00〜15：00 対おおむね60歳以上
内顔つけ・水慣れから４泳法

水
中
運
動
教
室

アクア
エクササイズ 水曜日　11：10〜12：00

対16歳以上
内水の抵抗を利用した筋力・体力アップミニアクア 木曜日　14：20〜14：50

水中歩行 金曜日　11：00〜12：00

第３期（１月〜３月）水泳教室 参加者募集
申ディスポート南魚沼に用意してある申し込み用紙に必要事項

を記入し、フロントにご提出ください。（電話申し込み不可）
〆12月11日㈰　16：00

選考方法　申し込みが定員を超えた場合、
12月14日㈬ 17：00から抽選を行い、落選
の場合のみ当日電話で連絡します。

新規 今年度初めて参加する人　 再受講 第１期か第２期に参加した人　ＪＳＣ会員 ジュニアスポーツクラブ会員
・受講料のほかに、プール入場料が別途必要（お得な定期券あり）
・教室は、都合により日程・回数・料金などを変更する場合あり
・未就学児は、保護者がスポーツパラダイス会員の場合、会員料金を適用（ディスポート定期券購入時も、

会員割引を適用）
・締め切り後、空きがある場合、12月15日㈭９：00〜25日㈰17：00に先着順で追加募集を実施（２教室目

も可）
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【12月の開館日時】
南魚沼市 月〜金  ９：30〜20：00（土 日 祝  19：00まで）

　　　　　休館：１日㈭、15日㈭、31日㈯
大 和 ☎777・4671　火〜日 祝９：00〜19：00　休館：月曜日、29日〜31日
塩 沢 ☎782・0100　９：00〜20：00（月 土 日 祝17：00まで）　休館：29日〜31日

問・申南魚沼市図書館
☎773・6677

図書館

テーマ展示
「クリスマスを楽しもう」「年末年始に役立つ本」「冬

を元気に過ごそう」「徳川家康特集」など。

プラチナ企画 ＤＶＤ上映会
にっぽん百名山　東日本の山１
日12月８日㈭　10：00〜12：55（174分）
会図書館 多目的室　対一般・高齢者　定30人（先着順）

リフレッシュアート教室
絵を描くことで気持ちをリフレッシュする教室で

す。創作する喜びを味わいながら、脳のはたらきを活
性化することで、認知症予防や改善などにも効果があ
るといわれています。講師は、長谷川優子さん（あと
りえきっか）です
日12月14日㈬　13：30〜14：30
会図書館 多目的室　費材料費300円　対一般
定10人（先着順）
申電話かサービスカウンターでお申し込みください。

絵本のへや
日毎週水曜日　11：00〜11：30
会図書館 児童コーナー　対乳幼児・保護者
内パネルシアター「いないいないばあ」など乳

幼児向けの絵本の読みきかせ。

おはなしのじかん
日12月４日㈰　11：00〜11：30
会図書館 児童コーナー　対乳幼児・保護者ほか

幼児親子おはなしの会「えほんであそぼ」
クリスマス絵本やハンドベル演奏など、楽し

いことがいっぱい。サンタさんに会えるかな？
日12月23日㈮　10：00〜11：30
会大和公民館　対乳幼児・保護者　費無料

ＤＶＤ上映会
ムーミン　冬の巻
日12月24日㈯　10：00〜11：50（110分）　
会図書館 多目的室　対子ども・一般
定30人（先着順）

巡回図書をご利用ください
・塩沢図書室　11月17日㈭に200冊入れ替えました。
・大和図書室　12月15日㈭に入れ替え予定です。

読書のつどい
日12月17日㈯　10：30〜11：00、11：15〜11：45
会図書館 多目的室　対幼児・小学生・保護者ほか
テーマ　「クリスマス」
内ブラックシアター「サンタが町にやってくる」など
定30人（先着順）

新着図書の一部を紹介 ※新着図書は館内か、Web OPACで確認できます

《よみもの》
・満天の感情　『古事記』詩画集 池澤　夏樹
・invert２ 相沢　沙呼
・切腹屋 岩井三四二
・悲鳴だけ聞こえない 織守きょうや
・夏日狂想 窪　　美澄
・首取物語 西條　奈加
・犬を盗む 佐藤　青南
・クロコダイル・ティアーズ 雫井　脩介
・英雄 真保　裕一
・あこがれ 瀬戸内寂聴
・鉄道小説 乗代　雄介
・小さき王たち 第３部 激流 堂場　瞬一
・愚者の階梯 松井今朝子
・いけない２ 道尾　秀介
・麻阿と豪 諸田　玲子
・湊かなえのことば結び 湊　かなえ
・歩きながら考える ヤマザキマリ
・老神介護 劉　　慈欣

《その他》
・青年家康　松平元康の実像 柴　　裕之
・日本を旅する大旅行地図帳　歴史編
・Ｑ＆Ａ日本経済のニュースがわかる！　2023年版
・ＳＤＧｓ用語辞典 小林　　亮
・経営12カ条 稲盛　和夫
・介活入門 牛越　博文
・子育ての「選択」大全 おおたとしまさ
・教養としての着物 上杉惠理子
・面白くて眠れなくなる宇宙 高水　裕一
・スマホ脳の処方箋 奥村　　歩
・世界を変える100の技術
・体にいい食材帳 齋藤菜々子
・にっぽんの鉄道150年 野田　　隆
・ストレッチメソッドＢＯＯＫ 比嘉　一雄
・英語スピーキング大特訓 植田　一三
・「空の科学」が一冊でまるごとわかる 白鳥　　敬
・学べるお菓子レシピ　理数系スイーツ 太田さちか
・語学の天才まで１億光年 高野　秀行
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文化施設

期１月６日㈮〜17日㈫
南魚沼市と湯沢町の児童生徒の作品を展示し

ます。期間中は入館無料です。

第67回 南魚沼郡市児童生徒美術展

☎ 773・5500　 F  772・8161

南魚沼市民会館
受付８：30～17：15

12月の休館：毎週月曜日
年末年始の休館：12月29日㈭～１月３日㈫

「あさきゆめみし」の「し」
鮭走る　鮭の洲

す

走
ばし

り　魚野川
鮭漁で追われた鮭は、水からと

び出し河原を走ることがあり、そ
れを「鮭の洲走り」といいます。

北越雪譜いろはかるたから

☎・F  782・9860　 ¥  大人500円／小中高250円（市内の小中学生は無料）

開館９：00～16：30
鈴木牧之記念館

12月の休館：６日㈫、13日㈫～20日㈫、27日㈫
年末年始の休館：12月29日㈭～１月３日㈫

期12月23日㈮まで
元国際大学の先生で2021年に亡くなられたト

ム・へイズ氏が収集したギターやローリング・
ストーンズのギタリスト、ロン・ウッド制作の
リトグラフ作品などを展示。

特別展示 音楽と動物と魚沼を愛したアメリカ
人が好きなものだけ集めた小さな展覧会

冬期間は、会場と付属設備の利用料が通常の８割相
当額となります。ぜひ、ご利用ください。
※営利目的などの催しを除く。詳しくは、お問い合わ

せください
期間　12月１日㈭〜令和５年３月31日㈮

冬期割引をご利用ください

冬期間、降雪状況により駐車場の除雪作業を行いま
す。作業の妨げになりますので、無断駐車・夜間駐車
はご遠慮ください。

無断駐車はご遠慮ください

常設展　〜彫
ほ

る 摺
す

る 画
か

く〜「棟方志功の世界」
企画展　期令和５年２月26日㈰まで

☎ 783・4500　 F  783・3388　 ¥  一般500円／小中高250円

今泉記念館アートステーション
開館９：00～17：00 （入館16：30まで）

12月の休館：31日㈯正午～
年末年始の休館：12月31日㈯正午～１月１日（日・祝）

第二次世界大戦という激動の時代を駆け抜け、若く
して才能を発揮したビュッフェ。本展では、21歳〜48
歳の作品を展示。刺すような黒く鋭い描写から、彼が
生きた時代背景を感じてみませんか。

「ベルナール・ビュッフェ展」

今では、パプアニューギニアからの持ち出しが禁止
されている貴重な民族美術のコレクションを展示。　

南国の摩訶不思議な世界（セピックアート）
☎ 780・4080　 F  777・3815
¥  一般500円／高校生以下無料

開館９：00～17：00 （入館終了16：30）
池田記念美術館
12月の休館：毎週水曜日

年末年始の休館：12月24日㈯～１月５日㈭

驚きの鉛筆画　木
きの

下
した

晋
すすむ

の絵本原画展
期12月23日㈮まで

人間の内面世界を鉛筆画で描く作家・木下晋
氏の絵本原画展。『ハルばあちゃんの手』『はじ
めての旅』『森のパンダ』のほか最新作『おば
あちゃんの大晦日』を初公開。

☎ 775・3646　 F  775・3650
¥  一般500円／小中高250円（市内の小中学生は無料）

開館10：00～17：00（入館終了16：30）
トミオカホワイト美術館
12月の休館：５日㈪～31日㈯

年始の休館：１月１日（日・祝）～４日㈬

期12月４日㈰まで
生誕100年記念 富岡惣一郎「永

と

遠
わ

に」

期令和５年１月５日㈭〜３
月21日（火・祝）
白の世界を描いた作品と

画家の取材記などを展示。

お知らせ
富岡惣一郎生誕100年を

記念し、作品100点を収録
した画集『生誕100年記念富岡惣一郎 白の軌跡』
を発刊しました。

詳しくは、お問い合わせください。

富岡惣一郎「白の叙情詩」

「雑木林」
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２
２

催
し・講
座・募
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掲
示
板

研修会の開催
「地域活性化ビジョン」

に沿って活動を進めると
同時に、地域住民とともに
まちづくりに対する知識
を深めるために、さまざまな分野の専門家を招
いて研修会を実施しています。

みんなの食堂
年代を超えて、さまざま

な人と食を通じて係わる
「多世代交流の場」として、
今年は６月〜11月まで月
１回開催し、毎回多くの参加者・ボランティアス
タッフで盛況でした。

東地区地域づくり協議会
子どもから年配の人まで、だれもが笑顔で日々幸福感を持って暮らせる地域の実現に向けて活動を

行っています。そのために、令和３年度に「東地域活性化ビジョン」を策定し、今年度から取り組み
を始めています。活動の一部を紹介します。

問Ｕ＆Ｉときめき課 ふるさと創り班　☎773・6659
地域づくり協議会の取り組みを紹介します 〜シリーズ⑥〜

活動などの問合せ　
東地区地域づくり協議会〔茗荷沢268−1〕

☎779・3312　Ｆ779・3314
ma_higashi@wine.ocn.ne.jp

※地域づくり協議会は、市内に活動拠点となる12の地
区センターを置き、住民主体のまちづくりを推進する
ため、安心・安全な社会や美しい環境づくりをめざし
た地域コミュニティ活性化事業に取り組んでいます

県
内
の
雪
に
関
す
る
情
報
を
公

開
し
て
い
ま
す
。
除
雪
作
業
や
通

勤
・
通
学
な
ど
で
ご
活
用
く
だ

さ
い
。

主
な
情
報

・
県
内
37
地
点
の
気
象
情
報
（
降

雪
量
予
測
、
気
象
現
況
、
過
去

の
降
積
雪
統
計
デ
ー
タ
）

・
各
種
雪
情
報
サ
イ
ト
の
リ
ン
ク

・
気
象
情
報
の
ほ
か
、
観
光
や
ゲ

レ
ン
デ
の
情
報
な
ど
の
リ
ン

ク
集

閲
覧
方
法

次
の
Ｑ
Ｒ
を
読
み
込
む
か
、
県

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（「
新
潟
県
の
雪

情
報
」
で
検
索
）
か
ら
ご
覧
く
だ

さ
い
。

利
用
可
能
期
間　

令
和
５
年
３
月
31
日
㈮
ま
で

※
午
前
10
時
と
午
後
４
時
に
更
新

サ
ン
タ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
ク

リ
ス
マ
ス
を
病
院
で
過
ご
す
子
ど

も
た
ち
な
ど
に
本
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

す
る
市
民
活
動
で
す
。

今
年
の
贈
り
先
は
、
魚
沼
基
幹

病
院
小
児
科
病
棟
に
入
院
中
の
子

ど
も
た
ち
と
、
総
合
支
援
学
校
・

小
出
特
別
支
援
学
校
の
図
書
コ
ー

ナ
ー
で
す
。

あ
な
た
も
本
を
贈
っ
て
サ
ン
タ

ク
ロ
ー
ス
に
な
り
ま
せ
ん
か
？

期
12
月
11
日
㈰
ま
で

協
力
書
店　
六
日
町
・
塩
沢
・
堀

之
内
の
個
人
経
営
書
店

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い

サ
ン
タ
に
な
る
方
法　

①
サ
ン
タ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
表

示
が
あ
る
協
力
書
店
で
、
贈
り

先
と
な
る
子
ど
も
の
性
別
・
年

齢
な
ど
が
書
か
れ
た
カ
ー
ド
を

選
ぶ

②
本
を
購
入
す
る

③
ク
リ
ス
マ
ス
カ
ー
ド
に
匿
名
で

ひ
と
こ
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
絵
を

12
月
11
日
㈰
〜
20
日
㈫
は
「
冬

の
交
通
事
故
防
止
運
動
」
実
施
期

間
で
す
。

ス
ロ
ー
ガ
ン　
「
寒
く
て
も　

ゆ

ず
る
運
転　

あ
た
た
か
く
」

運
動
の
重
点

・
横
断
歩
行
者
の
交
通
事
故
防
止

・
飲
酒
運
転
の
根
絶

・
冬
道
の
安
全
走
行

飲
酒
運
転
は
、
重
大
な
犯
罪
で

す
。「
飲
酒
運
転
を
絶
対
に
し
な

い
、
さ
せ
な
い
、
許
さ
な
い
」
を

徹
底
し
、
飲
酒
運
転
を
根
絶
し
ま

し
ょ
う
。

問
新
潟
県
知
事
政
策
局 

地

域
政
策
課

☎
０
２
５・２
８
０・５
０
８
８

新
潟
県
内
の
雪
情
報

問
環
境
交
通
課

☎
７
７
３・６
６
６
６

冬
の
交
通
事
故
防
止
運
動

か
く

購
入
し
て
い
た
だ
い
た
本
は
包

装
し
、
ク
リ
ス
マ
ス
カ
ー
ド
と
と

も
に
子
ど
も
た
ち
と
支
援
学
校
に

お
届
け
し
ま
す
。
本
の
購
入
者
に

は
「
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
認
定
証
」

を
お
渡
し
し
ま
す
。
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市の優良工事・優秀技術者表彰要綱に基づき、市が発注し、令和３年度に完成した公共工事で、特
に優秀な成績をおさめた４工事と、４人の技術者に表彰状を授与しました。（掲載順不同）

受注者　株式会社 元店建設
優秀技術者　宮田 祐輔さん
受賞理由　市道樋渡東西線道路改良事業のう

ち、本線車道部、歩道部、既設交差点部の舗
装を主とする工事で、関連する工事が複数あ
る中、他の工事との調整を積極的に行い、事
業全体の円滑な進捗に貢献したことが評価さ
れました。

受注者　カネカ・町田特定共同企業体 
優秀技術者　青木 千恵さん
受賞理由　農業集落排水処理施設から流域下水

道への切り替えに必要な水管橋の上部工工事
で、施工時期に制限がある中、適切な作業計
画で工程管理を行い、河川内仮締切復旧では、
地元漁協と調整しながら工事を完成させたこ
とが評価されました。

11月18日㈮ 優良工事・優秀技術者表彰式　優良工事４件・優秀技術者４人を表彰
� 問財政課 契約検査班　☎773・6671

市道樋渡東西線 舗装工事〔塩沢・片田〕

受注者 株式会社 種村建設
優秀技術者　駒形 恵吉さん
受賞理由　永松地内の舗装打替え工事で、冬期

間での施工のため現場制約がある中で、適切
な管理のもと工事を完了し、路面の排水処理
など創意工夫して、地元に貢献した施工の実
施が評価されました。

市道原永松線舗装修繕（その２）工事〔永松〕

汚水幹線管渠（水管橋）上部工工事〔三郎丸〕

受注者　株式会社 いさはい組
優秀技術者　井口 一典さん
受賞理由　通学路の歩道整備工事で、鉄道施設

や交通量の多い道路、家屋などに隣接する非
常に厳しい施工条件の中、緻密な工程管理と
適切な施工管理などを実施したことが評価さ
れました。

市道美佐島学校町線道路改良（その２）工事〔美佐島〕
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◆優良工事（写真前列左から）中央は林市長
・飯酒盃 豊さん［株式会社 いさはい組］
・加藤 武重さん［株式会社 種村建設］
・青木 弘さん［株式会社 元店建設］
・関 秀俊さん［株式会社 カネカ建設］
・町田 誠さん［町田建設 株式会社］

◆優秀技術者（写真後列左から）
・井口 一典さん［株式会社 いさはい組］
・駒形 恵吉さん［株式会社 種村建設］
・青木 千恵さん［株式会社 カネカ建設］
※宮田 祐輔さん［株式会社 元店建設］

は、当日欠席されました

市では都市地域から意欲のある人材を受け入れ、地域の資源や
特性を活用した活動を行うことで、地域の活性化を促進すること
を目的に「地域おこし協力隊」制度を導入しています。

10月28日㈮、市で３人目の地域おこし協力隊となる坂本利文さ
ん（37歳、埼玉県朝霞市出身）への委嘱式が行われました。

坂本さんは「新潟県の友人の紹介で地域おこし協力隊を知りま
した。失敗することもたくさんあると思いますが、しっかりと続
けていきます。南魚沼市を楽しみたいです」と決意を語りました。

坂本さんは11月１日㈫から浦佐地区を中心に、地域内の観光促
進や交流機会の創出などに取り組んでいただきます。

10月28日㈮ 新たに地域おこし協力隊員が誕生しました

本庁舎で、足髙薬品株式会社と包括連携に関する協定締結式を
行いました。この協定は、市民の健康づくりを推進して市民の安
全・安心な暮らしを確保し、地域社会の活性化を目的としてい
ます。

林市長は「足髙薬品さんに市民が抱いている信頼感をお借りし
ながら、医療福祉の施策を進めさせていただき大変うれしく思い
ます」と語りました。代表取締役社長の足髙さんは「当社として
は全国初の協定締結です。南魚沼市のためにしっかりがんばって
いきます」と語りました。

10月28日㈮ 足髙薬品株式会社と包括連携に関する協定の締結を行いました

南魚沼市教育委員会の教育委員として、現在も市の教育行政の
発展に寄与されている角谷正雄さん〔三分区〕が、地方教育行政
功労者として文部科学大臣から表彰を受けました。

角谷さんは受賞報告のため、11月２日㈬、林市長を表敬訪問し
ました。

写真：南魚沼市教育委員会 岡村教育長（左）、教育委員 角谷さん
（中央）、林市長（右）

地方教育行政功労者が表彰されました� 問学校教育課　☎773・6700



無
罣
礙

南
魚
沼
市
長　

林　

茂
男

シリーズ
第116回

◦
発

　
行

　
南

魚
沼

市
　

〒
949-6696　

新
潟

県
南

魚
沼

市
六

日
町

180-１
　

電
話

025・773・6660（
代

表
）

◦
編

　
集

　
総

務
部

　
秘

書
広

報
課

2022.12
D

ecem
ber

◦
発

行
日

　
2022年

12月
１

日
　

第
217号

み
な
み
魚
沼

市
報

パプアニューギニアは太平洋南西部に位置し、
ニューギニア島の東半分とその沖合の島々を含み

ます。公用語は英語ですが、800以上のネイティブ語が話されています。三大
食材は、日本のサツマイモによく似たカウカウ、パンノキ、バナナです。必ず
訪れてほしい場所は、ココダ・トレイルです。第２次世界大戦の旧日本軍の戦
跡でもある山岳ルートで、35種のゴクラクチョウやシンボルともいえるビン
ロウ樹などの多様な生物を楽しめるほか、難破した潜水艦や爆撃機の残骸など
の戦跡を観ることができます。壮観なサンゴ礁やビーチもあります。

私の南魚沼でのお気に入りの体験は、第
一に、雪にほかなりません。 昨年の冬、

初めての雪体験でかまくら作りの手伝いをして、すっかり雪に魅了されました。
第二に、 南魚沼の人々はとても礼儀正しく、地元のコミュニティに溶け込みや
すいです。 第三に、地元の農家さんの作業を日々見て、農作物の生産方法を
学んだことです。きれいに区画整備され、あまり多くの土地を必要とせずに生
産されていることは発見でした。

南魚沼市に住んで感じたこと

12月となり、本年も残すところあと１か月となり
ました。１年はあっという間ですね。この時期になると毎年つい
そう言っている気がします。これから冬の季節、雪国ならではの
楽しみ方を探し、日 を々大切に過ごしていきたいと思っています。

あわただしい年の暮れ、どうぞお健やかにお過ごしください。
（Ｓ．Ｋ）

編集後記 今月の
表紙

11月９日㈬、上町保育園の年長
児10人と１日消防署長に任命され
た南魚沼市国際交流員のゾーイ・

ラインズさんが、防火パレードに参加しました。
園児たちはお揃いの法被に身を包み、拍子

木を打ちながら「火の用心」と大きな声をあげ、
地域の人たちに防火を呼びかけました。

市民の動き 令和４年10月末日現在　（ ）は対前月比
⃝人口　54,065人（−20）／男26,457人（−13）　女27,608人（−7）　⃝世帯数�20,274戸（＋18）

足
下
に
泉
あ
り

日
本
雪
工
学
会
上
信
越
支
部
と
当
市

の
主
催
で
開
催
し
た
「
第
37
回
雪
の
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
」。
圧
巻
は
、
小
泉
進
次

郎
衆
議
院
議
員
に
よ
る
「
雪
国
か
ら
始

ま
る
、
環
境
と
経
済
が
一
つ
に
な
る
時

代
」
と
題
し
た
基
調
講
演
で
し
た
。
聴

衆
を
一
気
に
ひ
き
つ
け
る
爽
や
か
な
弁

舌
。
こ
の
人
が
話
す
と
本
当
に
そ
う
な

る
、
と
思
っ
て
し
ま
う
説
得
力
。
天
才

を
み
る
思
い
が
し
ま
し
た
。

お
付
き
合
い
の
始
ま
り
は
、
環
境
大

臣
だ
っ
た
当
時
の
小
泉
さ
ん
を
大
臣
室

に
訪
ね
、「
雪
の
利
活
用
は
暑
さ
対
策

で
五
輪
に
も
寄
与
で
き
る
が
、
本
旨
は

地
方
創
生
で
あ
っ
て
、
代
替
エ
ネ
ル

ギ
ー
と
し
て
の
将
来
性
も
大
き
い
」
と

訴
え
た
こ
と
で
し
た
。
そ
の
後
も
、「
ぜ

ひ
現
場
を
視
察
さ
れ
ま
せ
ん
か
」
と
お

誘
い
し
て
い
た
の
で
す
。
今
回
、
形
を

変
え
て
現
実
に
。
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
で
は
、
魚
沼
地
域
の
取
り
組
み

紹
介
に
真
剣
に
耳
を
傾
け
て
お
ら
れ
ま

し
た
。

今
や
貯
蔵
・
熟
成
な
ど
大
型
雪
室
倉

庫
は
市
内
に
12
棟
。
隣
市
工
業
団
地
へ

の
企
業
進
出
な
ど
、
魚
沼
圏
域
は
国
内

ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
で
雪
冷
熱
利
用
の
産
業

化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
小
泉
さ
ん
は
、

「
地
球
温
暖
化
の
大
課
題
に
雪
の
持
つ

力
や
可
能
性
が
極
め
て
有
効
だ
と
改

め
て
知
っ
た
。
脱
炭
素
や
持
続
可
能

な
社
会
モ
デ
ル
の
実
現
に
大
い
に
寄

与
し
て
欲
し
い
」
と
。
私
た
ち
の
思

い
を
代
弁
し
て
く
れ
て
い
る
か
の
よ

う
で
、
５
年
に
及
ぶ
取
り
組
み
に
一

つ
の
到
達
点
を
見
た
思
い
が
し
ま

し
た
。

大
災
害
時
に
電
力
が
喪
失
し
て
も

稼
働
で
き
る
冷
蔵
倉
庫
。
上
越
魚
沼

地
域
振
興
快
速
道
路
や
国
道
バ
イ
パ

ス
、
狭き

ょ
う

隘あ
い

な
老
朽
化
し
た
三
国
ト
ン

ネ
ル
な
ど
県
境
の
課
題
解
決
に
向
け

て
進
む
歴
史
的
な
事
業
。
関
東
圏
と

の
入
り
口
に
あ
る
南
魚
沼
の
交
通
の

要よ
う

衝し
ょ
う

化
は
着
実
に
進
み
ま
す
。

そ
の
中
で
雪
の
利
活
用
、
産
業
化

は
ど
う
あ
る
べ
き
か
。
有
史
以
来
苦

し
み
の
対
象
で
も
あ
っ
た
雪
が
、
救

世
主
と
な
る
好
機
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
化
石
燃
料
費
の
高
騰
な
ど
に
左

右
さ
れ
な
い
街
。
最
終
的
な
形
は
、

市
民
生
活
が
当
た
り
前
に
自
然
由
来

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
賄
わ
れ
て
い
る
姿

を
夢む

想そ
う

す
る
の
で
す
。
足
下
に
泉
あ

り
。
持
て
る
宝
で
勝
負
す
べ
き
。
小

泉
さ
ん
は
そ
う
言
わ
れ
て
い
る
、
と

聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

パプアニューギニア独立国 エイミー クリさん

国際大学留学生
お国自慢コーナー ～ boast of my country ～

私の国はこんなところ


